
座 長 ・演 者 へ の お 願 い

指定演題 /一般演題（口演）座長の皆様へ

1 ．総合受付の「座長受付」にて、受付をお済ませください。
2．ご担当セッション開始 10 分前までに、会場内右前方の次座長席にご着席ください。
3．進行は時間厳守でお願いいたします。

演者の皆様へ

1 ．発表時間
 事前にご案内した時間でのご講演をお願いいたします。
 一般演題（口演）：発表 6分／質疑応答 2分
 ※時間厳守をお願いいたします。
2． 発表 10 分前までに会場内左前方の次演者席にご着席ください。発表は演台のモニターで確認しなが
ら、備え付けのマウスおよびキーボードを用いて演者自身の操作で進めてください。

3．発表時間の終了 1分前を黄ランプ、終了を赤ランプでお知らせします。（ランプは演台に設置）
4．口演発表は、PCによる発表のみとさせていただきます。発表データは、Microsoft PowerPoint で作
成し、USBフラッシュメモリでご持参いただくか、ご自身のPCをお持ちください。特にプレゼンテー
ションに動画などを含まれる方やMacintosh をご利用の方は、ご自身の PCをご持参ください。なお、
音声の出力はできません。

5．PC本体をお持ち込みの方は、発表終了後、速やかに会場内の PCオペレーター席（演台横）にてお
持込の PCをお受け取りください。

PC受付
演者は口演開始 30 分前までに PC受付にて発表データの試写・登録を行ってください。

日時：2月 27 日（金）8：30 ～ 18：00
　　　2月 28 日（土）8：30 ～ 16：00
場所：5F ホワイエ

発表データを持込まれる場合
本会での発表可能なデータ形式は次の通りです。

1．PC受付で用意している PCは、Windows11（Power Point 365）です。
 フォントは標準装備されているものをお使いください。
 （MS明朝、MSゴシック、MSP明朝、MSPゴシック、Times New Roman、Century 等）
 特殊なフォントを使用されますと代替フォントが使用され、レイアウトが崩れることがあります。特

殊なフォントをお使いになるときは画像化し、オブジェクトとして貼り付けてください。
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2 ．ご発表スライドは 16：9 にて作成ください。会場スクリーンの画面比率は 16：9 となります。4：3
でも投影は可能ですが、16：9 を推奨いたします。

3．発表者ツールは使用できません。
4．ファイル名には演題番号・筆頭演者名を入れてください。発表データに他のデータをリンクされてい
る場合には、必ずもとのデータを同じフォルダに保存してご持参ください。

5．USBフラッシュメモリにてご持参ください。CD-R またはメモリカードなどそのほかのメディアには
対応しておりません。

6．PC受付にてコピーした発表データにつきましては、発表終了後、事務局で責任を持って削除いたします。

PCを持込まれる場合
1 ．発表の 30 分前までに、PC受付にて動作チェックをお済ませください。
2．発表の 15 分前までに、会場内左前方演者席付近のオペレーター席までご自身でご持参ください。
3．PC本体持込の場合には、HDMI に接続いたします。外部出力用に特殊なコネクターが必要な場合は、
そのコネクターを必ずご持参ください。

4．PCのスリープ機能やスクリーンセーバーの設定は事前に解除してください。
5．バッテリーでの発表はトラブルの原因となりますので、ACアダプターは必ずご持参ください。
6．発表者ツールは使用できません。
7．PCトラブルに備え、USBフラッシュメモリに保存した発表データを別途持参ください。
8．発表終了後、発表会場内オペレーター席にて PCをご返却いたします。

一般演題（ポスター）座長の皆様へ

1 ．総合受付の「座長受付」にて、受付をお済ませください。
2．セッション開始 10 分前までに担当されるセッションの最初のポスター前にお越しください。
3．各セッションの進行を一任いたしますので、時間通りの進行にご協力をお願いいたします。

一般演題（ポスター）及び簡易版ポスター演者の皆様へ

1 ．示説・討論時間について
 発表 4分、質疑応答 2分（合計 6分）です。 ※簡易版ポスターの

発表はございません。
2．ポスター掲示について
 縦 180cm×横 90cmのポスターボードをご用意いたします。
 縦 119cm×横 84cmの範囲内（A0サイズに相当）で作成してくだ

さい。
 最上段左側に演題番号札（20cm × 20cm）が入りますので、この

部分は空けてください。演題名、発表者名（発表者の前に〇印）、
所属機関名を上部に記載してください。本文の文字は離れた位置
からでも十分読み取れる大きさにしてください（文字の大きさは

20㎝ 70㎝

ポスター
番号 演題名，英文演題名，演者名，所属 20㎝

180㎝ ポスター貼り付け
有効スペース
（A0相当）

90㎝  ※W90㎝は厳守
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16 ポイント以上、ゴシックフォント、また、全体として字間を詰めて行間を空けることを推奨します）。
3．ポスターは下記の日時で貼付、発表、撤去を行ってください。
 貼付：2月 27 日（金）8：30 ～ 12：00
 閲覧：2月 27 日（金）13：00 ～ 2 月 28 日（土）13：00
 撤去：2月 28 日（土）13：00 ～ 15：00

一般演題（ポスター）示説・討論時間

セッション名 座長 所属 発表時間 演題番号

1 地域差／筋量
金子真理子 KKR東海病院 整形外科

14:00 ～ 14:36 P-1 ～ P-6三谷　祐史 日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第二病院

2 急性期におけるFLS 小澤　悠人 日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第二病院 14:50 ～ 15:32 P-7 ～ P-13

3 回復期（包括期）と生活期と在宅におけるFLS 真田　昌代 医療法人財団善常会 善常会リハ
ビリテーション病院 15:40 ～ 15:52 P-14 ～ P-15

4 その他① 奥村　　弥 京都第一赤十字病院 整形外科 15:52 ～ 16:16 P-16 ～ P-19

5 FLS における ICT、生成AI、医療DX、AI 診断 藤井　　整 日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第二病院 10:40 ～ 10:52 P-29 ～ P-30

6 その他② 安藤　智洋 聖霊病院 9:30 ～ 10:00 P-20 ～ P-24

7 その他③ 藤井　　整 日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第二病院 10:05 ～ 10:29 P-25 ～ P-28

植田　秀貴 京都第一赤十字病院 第一整形外科

8
複合疾患、合併症とFLS、
例えば糖尿病、腎障害、
がん、認知症の方のFLS

竹村真里枝 国立研究開発法人 国立長寿医療
研究センター 10:52 ～ 11:04 P-31 ～ P-32

9 FLS における職種ごとの悩み、課題
田宮　真一 日本赤十字社愛知医療センター

名古屋第二病院 11:15 ～ 11:33 P-33 ～ P-35
米澤　伸哉 聖霊病院 放射線技術科

※時間内に撤去されないポスターは事務局にて処分させていただきます。

利益相反（COI）
指定演題・一般演題（口頭・ポスター）すべての演者について、発表演題に関する利益相反状態の自己
申告及び開示が必要となります。
利益相反（COI）の有無に関わらず発表スライドの冒頭または、演題・発表者などを紹介するスライド
の次にCOI 開示スライドを入れてください。
・日本成人病（生活習慣病）学会の基準（日本　医学会基準）に準拠しております。
・利益相反が無い場合についてもCOI 状態の開示が必要になります。

COI 

13

COI

【利益相反ありの場合】

COI

13

COI

【利益相反なしの場合】

第 13回 日本脆弱性骨折ネットワーク学術集会　　11




